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― 1―

　　以下の各問いの にあてはまるものを選べ。

問１　（ a＋ 1）（ a－ 1）（ a2＋ 1 ）を展開すると 1 であり，

　　4a2－ 1を因数分解すると 2 である。

問２ 　x＝ 1
5 ＋ 2

，y＝ 1
5 － 2

のとき，x＋y＝ 3 であり，

　　x（ x＋ 1）＋y（ y＋ 1）＝ 4 である。

問３ 　aを定数とする２次方程式（ x＋ 3）（ x－ 2）＝aがx＝－ 1を解にもつとき，

　　aの値はa＝ 5 であり，x＝－ 1以外の解は，x＝ 6 である。

問４ 　xの不等式x＋ 2≧ x－ 12 …①，3（ x＋ 1）≦ 2x＋ a…②がある。

　　 　不等式①の解は 7 であり，不等式②と不等式①を同時に満たすxがあ

るとき，定数aの値の範囲は 8 である。

Ⅰ
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１ の選択肢

①　a4＋ 1	 ②　a4－ 1	 ③　a4＋ 2a3＋ 2a2＋a＋ 1
④　a4－ 2a3＋ 2a2－a＋ 1	 ⑤　a4＋ 2a2＋ 1	 ⑥　a4－ 2a2＋ 1

2 の選択肢

①　（ 2a－1）2 ②　2（a＋1）（a－ 1） ③　（ 2a＋1）（ 2a－ 1）
④　（ 2a＋1）2 ⑤　2（a＋1）2 ⑥　2（a－1）2

3 の選択肢

①　－4  ②　－2 5  ③　－1  ④　1  ⑤　2 5  ⑥　4

4 の選択肢

①　6 ＋ 2 5  ②　6 － 2 5  ③　18 ＋ 2 5

④　18 － 2 5  ⑤　18 ＋ 8 5  ⑥　18 － 8 5

5 の選択肢

①　－8  ②　－6  ③　－2 	 ④　0  ⑤　6  ⑥　8

6 の選択肢

①　－4  ②　－3  ③　－2 	 ④　－1  ⑤　0  ⑥　1

7 の選択肢

①　x≧－5 ②　x≦－5 ③　x≧－3

④　x≦－3 ⑤　x≧ 5 ⑥　x≦ 5

8 の選択肢

①　a≧－8 ②　a≦－8 ③　a≧－2
④　a≦－2 ⑤　a≧ 0 ⑥　a≦ 0
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　 　次の表は10人の生徒の英語と数学の小テストの得点である。英語の得点をx点，

数学の得点をy点とする。以下の各問いの にあてはまるものを選べ。

得点　
番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

x 9 7 6 10 2 3 8 5 1 9

y 7 5 3 8 3 1 3 2 2 6

問１ 　xの中央値は 9 である。

　　 　yの結果をヒストグラムで表したものは 10 である。ただし，階級は

　　０点以上２点未満，２点以上４点未満，……とする。

問２　英語の平均点をx，数学の平均点をyとすると，x＝6.0，y＝ 11 で，

　　英語の標準偏差は 12 ，数学の分散は 13 である。

　　 　さらに英語と数学による共分散は 14 なので，これらの結果，英語と数

学の得点による相関係数をrとすると 15 となる。

Ⅱ
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9 の選択肢

①　5.0 ②　5.5 ③　6.0 ④　6.5 ⑤　7.0 ⑥　7.5

10 の選択肢

①　	 ②　	 ③　

④　	 ⑤　	 ⑥　

11 の選択肢

①　3.5 ②　4.0 ③　4.5 ④　5.0 ⑤　5.5 ⑥　6.0

12 の選択肢

①　3.0 ②　3.5 ③　4.0 ④　4.5 ⑤　5.0 ⑥　5.5

13 の選択肢

①　3.0 ②　3.5 ③　4.0 ④　4.5 ⑤　5.0 ⑥　5.5

14 の選択肢

①　3.0 ②　3.5 ③　4.0 ④　4.5 ⑤　5.0 ⑥　5.5

15 の選択肢

①　－0.2 ≦ r ＜ 0	 ②　0 ≦ r ＜ 0.2 ③　0.2 ≦ r ＜ 0.4
④　0.4 ≦ r ＜ 0.6 ⑤　0.6 ≦ r ＜ 0.8 ⑥　0.8 ≦ r ＜ 1.0
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　 　aを定数とする放物線C：y＝－ x2＋2ax－2a2＋3aはx軸と点A，Bの2点

を共有し，Cの頂点をHとする｡ 以下の各問いの にあてはまるものを

べ｡

問１　頂点Hの座標は 16 であり，定数aの値の範囲は 17 である。

問２  　a =１のとき，放物線Cの式はy = 18 であり，２点A，Bのx座標は

　　x＝ 19 である。

　　　これより，△ABHの面積は 20 である。

問３  　△ABHの面積を，aを用いて表すと 21 であり，この△ABHの面積を

最大とするaの値は 22 である。

Ⅲ
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16 の選択肢

①　（a，－3a2＋3a） ②　（a，－a2＋3a） ③　（－a，－3a2＋3a）
④　（－a，－ a2＋3a） ⑤　（ 2a，－3a2＋3a） ⑥　（ 2a，－a2＋3a）

17 の選択肢

①　0 ≦ a ≦ 1 ②　0 ＜ a ＜ 3 ③　0 ≦ a ≦ 3
④　a≦0 ，1≦ a	 ⑤　a＜0 ，3＜ a ⑥　a ≦ 0 ，3≦ a

18 の選択肢

①　－x2＋x＋ 5	 ②　－x2＋ 2x＋ 5	 ③　－x2＋x－ 1
④　－x2＋x＋ 1	 ⑤　－x2＋ 2x－ 1	 ⑥　－x2＋ 2x＋ 1

19 の選択肢

①　－1± 2  ②　1 ± 2  ③　－1± 6

④　1 ± 6 	 ⑤　－1，3 ⑥　－3，1

20 の選択肢

①　2 2  ②　4 2  ③　2 6  ④　4 6  ⑤　4 ⑥　8

21 の選択肢

①　－3a2＋ 3a	 ②　 －3 a2＋3 a 	 ③　（－3 a2＋3 a）3
④　（－a2＋3 a）3 	 ⑤　 －a2＋3 a 	 ⑥　－a2＋ 3a

22 の選択肢

①　－ 1
3  ②　 13  ③　－ 1

2  ④　 12  ⑤　－ 3
2  ⑥　 32
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計　算　用　紙
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計　算　用　紙
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計　算　用　紙
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計　算　用　紙




